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１．導入 ① スマートシティガイドブック

 先進自治体が手探りで進めてきた取組みの
「暗黙知」を「形式知化」したバイブル

 パワポ形式で、必要な箇所だけ読み込む辞
書的な用途にも対応

 幅広く数多くの実例を掲載し、スモールス
タートニーズにも対応

 高度に一般化された
スマートシティリファレンス
アーキテクチャホワイトペーパーの入門編

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html
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支援制度を積極的に活用乙川リバーフロントエリア

岡崎市の中心部で、徳川家康公生誕の岡崎城を含
む157haのエリア

 およそ800年にわたり広域で中心的な役割を
担ってきたSDGｓ体現エリア

 長い歴史を支えてきたのは、時代の節目で役
割を変化させる柔軟性

 現代では都市再生への取組みを進めつつ、
Society5.0実現への牽引役として新たな時代の
役割を構築しつつある。

２．まちづくりの全体像 ① 対象エリア

H30.3.30
地方再生モデル都市

R3.3.31
新しいまちづくりの
モデル都市
https://www.mlit.go.jp/report/pr
ess/toshi08_hh_000056.html

https://www.mlit.go.jp/toshi/city
/sigaiti/toshi_urbanmainte_tk_00
0056.html
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籠田公園
整備

２．まちづくりの全体像 ② 現在のまちの様子

中央緑道
整備

人道橋
整備

河川空間
整備

道路空間活用社会実験
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まちを歩いて楽しむ人間中心のスマートシティ

ｴﾈﾏﾈ地域電力小売会社

ｴﾈﾙｷﾞｰ地産地消・低炭素化

２．まちづくりの全体像 ③ 取組みの背景と導入技術例

【都市再生】

【まちなかウォーカブ
ル】

安
全

快
適

環
境

防
災

健
康

交
通

商
業

【スマートシティ】

ウォーカブル諸課題を解決する
スマート技術

自動車依存度の高い地方都市における都市再生では、
市民・来街者が歩いてまちを楽しめる仕掛けが必要

観
光

ｱﾌﾟﾘ活用ｻｲｸﾙｼｪｱ

人流動線把握技術

通行人属性推定技術 ｳｫｰｷﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ

駐車場満空情報提供

駐車場
満空情報

スマートシティ官民連携プラットフォーム
第 2 回オンラインセミナー 岡崎市資料



３．事例紹介 ① 群衆事故防止

データアナリストだけでなく現場担当者を交えて分析する重要性
（データアナリスト・観光協会・警察・警備会社）

観覧者の
滞留箇所を探る

規制解除の
タイミングを探

る

滞留の原因分析
・屋台配置
・観覧場所配置

橋の規制解除で
駅前がさらに混雑

＜改善案＞
・屋台配置見直し
・案内看板設置

＜改善案＞
橋の規制解除を遅
らせ駅の混雑緩和

翌年の警備計画に反映

 １晩で約50万人が集まる岡崎市の花火大会
 安全確保のため警備員を多数配置（全国的には警備員不足で花火大会中止の動きも）
 花火大会の持続可能性を高めるため、より安全かつ合理的な警備が行えるよう、改善策を講じたい。

背景と課題

最も混雑の危険性が高い場所に3D-LiDAR
を配置して人流を把握

データ取得 データ分析
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３．事例紹介 ② 密の予防・解消

 リアルタイムで来街者やイベント主催者に共有し、都市の密度コントロールの実証実験を行った。
 有識者からアドバイスを受け、「密の予防策」と密が発生した場合の「密の解消策」を設定して効果を検証

◼実証実験の内容 ◼実証実験で得られた成果・知見

ｻｲﾈｰｼﾞ２箇所
WEBサイト

来街者の自主的な密回避を促進
するため混雑情報をﾘｱﾙﾀｲﾑ提供

ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ
処理

ﾃﾞｰﾀ
取得

３D-LiDAR 
２会場
計４台

その他
投入情報

・交通規制
・ P満空

ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報共有

点群・軌跡をﾘｱﾙﾀｲﾑ表示

混雑度自動判定
アイコン表示

来街者に対し、現地へ行かずともﾘｱﾙﾀｲﾑ
混雑情報を届け、自主的な密回避を促進

ｲﾍﾞﾝﾄ時のﾒｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ主催者へﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報
を共有し、再生周期調整で密の解消を促進

密の予防策 密の解消策

全国的にも希少な３DーLiDAR取得動画のリアルタイム共有実験

来街者へ情報共有 主催者へ情報共有

平時のｺﾝﾃﾝﾂ
再生周期

ﾒｲﾝ ｻﾌﾞ ﾒｲﾝ ﾒｲﾝｻﾌﾞ

ｻﾌﾞ短縮・ﾒｲﾝ再生増で
ﾒｲﾝ観覧後に客はけを図る

密発生時の
ｺﾝﾃﾝﾂ再生周期

活用面：予防策

ｻｲﾈｰｼﾞ閲覧(付属ｶﾒﾗ解析)

Webｻｲﾄ閲覧

• 当日多くの情報提供実績
内訳 ｻｲﾈｰｼﾞ：約1,900件

Webｻｲﾄ：約1万件
• 現場の声から来街者はﾘｱﾙﾀ
ｲﾑ動画に強い好奇心あり

技術面

活用面：解消策

• 主催者端末からｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ
へｱｸｾｽし、ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情
報を共有できた。

• 密発生時は、ｺﾝﾃﾝﾂ再生ｻｲ
ｸﾙ調整で一定の解消効果
を確認できた。

密発生

ｺﾝﾃﾝﾂ再生
周期調整

取得ﾃﾞｰﾀをｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞで処理し、ｻｲﾈｰｼﾞへﾘ
ｱﾙﾀｲﾑで円滑な動画表示に成功

高精度・広範囲で人数や移動方向を把握で
きたが、遮蔽物や静止状態の人物に要配慮

有用性が高く、並行して常設化を検討した
が、現在の機器性能では耐久性が不足

昼夜問わない
技術特性

リアルタイム
動画表示

耐久性不足
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４．データ利活用

本市は、スマート技術の効果や利便性を実感しやすいものを先行して実装しており、技術やデータのユースケース構築を優先して取り組んでいる。
スマート技術の効果や利便性をもって、市民や来街者へスマートシティの意義が浸透していくことを企図している。
都市再生の効果により、民間再開発等が活発化してくるタイミングで、公民連携して都市OS導入を予定している。

今後の都市OS導入を見据えて、「one to many」「many to one」「 many to many」でデータ利活用の事例の検討・構築・蓄積を進めている。

「one to many」 「many to one」

人流動線把握ﾃﾞｰﾀ 通行人属性把握ﾃﾞｰﾀ 回遊離脱防止

「many to many」

賑わい創出

地理空間ﾃﾞｰ
ﾀ

群衆事故防止

花火大会での警備員不
足解消にむけた警備計
画策定に活用

密の予防・解消

コロナ禍での屋外イベ
ント開催にむけたリア
ルタイム情報共有に活
用

動的ﾃﾞｰﾀ

公共投資効果

新たに公共投資を行っ
た箇所における人流の
増加状況を確認

ﾏｽｸ着用状況

コロナ禍での屋外イベ
ント開催にむけた通行
人のﾏｽｸ着用状況確認

通行人属性
把握ﾃﾞｰﾀ

個人ﾃﾞﾊﾞｲｽ
GPSﾃﾞｰﾀ

ｼｪｱｻｲｸﾙ
ﾃﾞｰﾀ

車載ｶﾒﾗ
取得ﾃﾞｰﾀ

回
遊
離
脱
対
策
の
効
果
測
定

回
遊
離
脱
ポ
イ
ン
ト
の
特
定

通行人属性
把握ﾃﾞｰﾀ

個人ﾃﾞﾊﾞｲｽ
GPSﾃﾞｰﾀ

ｼｪｱｻｲｸﾙ
ﾃﾞｰﾀ

車載ｶﾒﾗ
取得ﾃﾞｰﾀ

賑
わ
い
創
出
策
①

賑
わ
い
創
出
策
②

賑
わ
い
創
出
策
③

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
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５．推進体制

岡崎ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 まちづくりﾃﾞｻﾞｲﾝ会議

・技術/製品
・事業ノウハウ 等

事業者

・融資/出資
・モニタリング 等

金融機関

・最新研究
・アドバイス 等

有識者

岡崎市

都市再生推進法人

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ・専門家

事業者

課題に対する技術提
案

データ管理

まちづくり課題・目標設定
データ活用

技術実証・実装を通じて
まちの引力向上

「まちづくりデザイン会議」 157haを対象とする都市再生を支え、課題設定や目標設定を行う。
「岡崎ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会」 定義された課題や目標に対応する技術提案を行う。
「岡崎市」 会議での情報を相互に共有し、全体調整と総括を行う。
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６．資金持続性

 本市のスマートシティ実現に向けた取組みは、都市再生のための公共投資と連動したもの。
 そのため、本市スマートシティ実現の中心課題の一つは、公共投資で回復しつつある人流を捉えて、さらなる民間イベント・出店・民間再

開発などの誘導を加速すること。
 これにより公民双方でエリアの価値（地価）上昇の恩恵を享受し、さらなる持続的な発展の原資としていく。

【イニシャルコストの回収】
公共投資に追随して民間投資が進むことで、コンパ
クトシティ形成に向けた都市機能の集積が図られ、
地価の上昇にともない固定資産税をはじめとする市
税収入の増加を見込む。スマートシティ実現は、民
間投資を加速・増加させ、イニシャルコスト回収を
促進

【ランニングコストの回収】
データ利用料や、将来的にスマートサービスを観光
事業等に上乗せ販売することで、収入増加を図ると
ともに、データを活用してサイクルシェア等の事業
支出を圧縮する。
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７．情報収集（1/2）

スマートシティ官民連携プラットフォーム

 活発な分科会の活動
活動中８分科会 活動終了３分科会

 豊富な事例紹介
エリア別・機関別・課題別で絞込可

 様々な支援制度
モデル事業、補助制度、ハンズオン支援等

PFI・PPPスマートシティ研究会

 産学官の各界からセミナー講師招聘
全国８都市巡回セミナー開催中

 PFIとスマートシティの関係整理
拠点整備PFIとスマートシティの親和性

 ３D都市モデルやBIMとの関連性重視
民間事業者による先導的な活用

https://www.mlit.go.jp/scpf/index.html
https://www.pfikyokai.or.jp/outline/ol-
dep/singularity/index.html
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７．情報収集（2/2）

Sustainable Smart City Partner Program

 自治体本旨との親和性
地域・住民の幸せ（Well-being ）に着目

 幅広い分野の有識者アドバイザー
都市計画、人類学、医学、心理学、法学、
経済学、デザイン、文化、芸術 等

 国際標準規格の活用/Well-beingの可視化

スマートシティ・インスティテュート

 日経チャンネル特別フォーラム
年２回開催、アーカイブあり

 ウェビナー・YouTubeチャンネル
200本を超えるウェビナー動画

 幅広い分野の有識者アドバイザー

https://digital-is-green.jp/ https://www.sci-japan.or.jp/
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ご清聴 ありがとうございました。

岡崎市総合政策部企画課
鈴木 昌幸

kikaku@city.okazaki.lg.jp


